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全
国
知
事
会
長
と
し
て

問
第
14
代
全
国
知
事
会
長
に
就
任
し

た
意
気
込
み
を
問
う
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
を
始
め
と
し
た
様
々

な
危
機
と
闘
い
、
新
し
い
日
本
と
ふ
る

さ
と
を
つ
く
る
こ
と
が
最
優
先
課
題
と

考
え
る
。
現
場
主
義
と
連
帯
で
貢
献
す

る
知
事
会
と
し
て
、
日
本
の
国
難
を
乗

り
切
る
原
動
力
を
つ
く
っ
て
い
く
。

問
今
年
度
の
財
政
運
営
に
関
す
る
現

状
認
識
と
財
政
誘
導
目
標
の
見
通
し
に

つ
い
て
所
見
を
問
う
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
等
の
影
響
で
、

歳
出
ベ
ー
ス
の
決
算
が
３
８
４
４
億
円

と
知
事
就
任
以
降
最
大
の
歳
出
規
模
と

な
っ
た
。
歳
入
で
は
、
税
収
は
減
少
し

て
い
る
も
の
の
、
交
付
税
は
当
初
予
算

藤
井
　
一
博 
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鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

に
占
め
る
割
合
が
約
57
～
58
％
程
度
と

な
っ
た
。
モ
デ
ル
ナ
製
や
ア
ス
ト
ラ
ゼ

ネ
カ
製
の
ワ
ク
チ
ン
も
活
用
し
な
が

ら
、さ
ら
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
る
。

抗
体
カ
ク
テ
ル
療
法
は
、
基
礎
疾
患
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
原
則
入
院
で
投
与

す
る
。
現
在
、
12
の
病
院
で
75
例
の
投

与
実
績
が
あ
る
。
18
の
協
力
病
院
と
話

し
合
い
、
感
染
拡
大
期
に
も
対
応
で
き

る
機
動
的
な
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

問
「
鳥
取
と
言
え
ば
梨
」
の
圧
倒
的

ブ
ラ
ン
ド
力
を
維
持
す
る
た
め
、
持
続

可
能
な
梨
産
地
活
性
化
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
。

答
梨
は
鳥
取
県
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
。
新
甘
泉
、
ハ
ウ
ス
二
十
世
紀
梨
な

ど
高
単
価
の
梨
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ウ
ス
や
ジ
ョ
イ
ン
ト
栽
培
等
に
補
助

拡
大
を
し
て
き
た
が
、
各
種
助
成
制
度

の
改
善
等
に
つ
い
て
現
場
と
も
話
を
し

て
い
く
。
今
後
も
梨
の
付
加
価
値
を
高

め
る
支
援
を
継
続
し
、
梨
の
生
産
額
の

増
加
を
図
っ
て
い
く
。

問
原
子
力
防
災
対
策
に
か
か
る
費
用

に
つ
い
て
、
適
切
な
負
担
の
あ
り
方
を

中
国
電
力
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

答
専
門
家
を
雇
う
人
件
費
な
ど
、
国

の
交
付
金
の
対
象
外
と
な
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
中
国
電
力
が
協
定
に
基
づ
い

た
形
で
負
担
す
べ
き
で
あ
り
、
改
め
て

交
渉
を
し
て
い
く
。

問
学
校
や
教
員
の
業
務
の
あ
る
べ
き

姿
を
問
い
た
だ
し
た
学
校
業
務
カ
イ
ゼ

ン
プ
ラ
ン
の
推
進
に
つ
い
て
問
う
。

答
（
教
育
長
）
教
員
自
身
の
人
間
的

魅
力
が
子
ど
も
を
育
て
る
大
き
な
原
動

力
。
子
ど
も
の
成
長
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
教
員
も
成
長
す
る
こ
と
が
教
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
な
る
。
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
る
よ
う
カ
イ
ゼ

ン
プ
ラ
ン
を
機
能
さ
せ
る
。

問
地
域
の
関
わ
り
合
い
や
一
人
一
人

に
寄
り
添
う
こ
と
で
被
害
者
を
出
さ
な

い
取
組
、現
状
と
今
後
の
対
策
を
問
う
。

答
（
警
察
本
部
長
）
今
年
８
月
末
時

点
で
、
被
害
額
約
７
６
３
８
万
円
と
前

年
同
期
と
比
べ
て
大
幅
に
増
加
し
て
お

り
、
深
刻
な
事
態
。
地
域
警
察
官
の
高

齢
者
へ
の
巡
回
連
絡
、
地
域
の
会
合
で

の
ミ
ニ
講
習
な
ど
周
知
を
促
す
。
特
殊

詐
欺
被
害
防
止
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
地
域

警
察
官
か
ら
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
に

対
し
て
、
来
店
客
へ
の
積
極
的
な
声
か

け
を
お
願
い
し
た
結
果
、
認
知
件
数
の

２
倍
の
被
害
を
直
前
で
阻
止
で
き
た
。

今
後
も
社
会
全
体
で
被
害
防
止
に
取
り

組
む
。

よ
り
30
億
円
の
上
振
れ
で
、
地
域
間
財

政
格
差
の
是
正
を
求
め
る
動
き
な
ど
が

奏
功
し
た
。
交
付
税
や
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
、
包
括
支
援
交
付
金
等
を
積
極

的
に
充
当
、
活
用
し
、
今
年
度
も
乗
り

切
っ
て
い
く
。
基
金
残
高
、公
債
残
高
、

黒
字
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
３

つ
の
財
政
誘
導
目
標
を
達
成
し
た
形
で

次
の
任
期
に
引
き
継
ぐ
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て
、
感
染
拡
大
期
の
医
療
提
供
体

制
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
、
抗
体
カ
ク

テ
ル
療
法
の
治
療
実
績
を
伺
う
。

答
人
口
当
た
り
病
床
数
は
全
国
２
位

の
多
さ
を
確
保
。
感
染
拡
大
期
に
は
重

症
者
用
に
ベ
ッ
ド
を
確
保
し
て
お
く
必

要
も
あ
り
、「
鳥
取
方
式
＋
α
」（
※
１
）

と
い
う
形
を
と
る
。
重
症
化
を
防
ぐ
た

め
に
は
初
期
治
療
が
重
要
で
あ
り
、
メ

デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る
方
を
見
逃

さ
な
い
体
制
を
整
え
た
。
宿
泊
療
養
、

在
宅
療
養
に
お
い
て
も
、
医
師
会
、
病

院
、
看
護
協
会
と
連
携
し
医
療
と
看
護

で
見
守
る
体
制
を
組
ん
だ
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
２
回
接
種
済
み
者
の
県
内
人
口

農
業
振
興
に
つ
い
て

島
根
原
発
２
号
機
に
つ
い
て

学
校
業
務
カ
イ
ゼ
ン
プ
ラ
ン
（
※
２
）

特
殊
詐
欺
被
害
対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
財
政
運
営

（※１）「鳥取方式＋α」・・・ 初期段階の「早期検査・早期入院・早期治療」による感染封じ込めに加え、感染拡大期は症状に
応じて入院や宿泊・自宅療養に振り分ける県独自の取組。

（※２）学校業務カイゼンプラン・・・ 教職員の多忙解消・負担軽減の取組推進のため、時間外業務の削減目標等を定めたもの。
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接
種
目
標
は
８
割

問
県
内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
８
月

末
で
51
・
36
％
と
順
調
に
接
種
が
進
ん

で
い
る
が
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
生
活
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
程
度
の

接
種
率
を
目
標
と
す
る
の
か
。

答
10
月
末
に
は
確
実
に
７
割
を
超
え

て
い
る
と
思
う
が
、
12
歳
以
上
の
接
種

可
能
人
口
の
８
割
を
超
え
る
レ
ベ
ル
を

目
指
し
た
い
。

問
二
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
え

ら
れ
た
皆
さ
ん
が
心
配
さ
れ
て
い
る
の

は
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
期
限
。
医
療
関

係
者
を
含
め
、
早
期
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
さ
れ
た
人
は
間
も
な
く
半
年
を
迎
え

る
。
三
回
目
の
接
種
は
。

答
三
回
目
の
ブ
ー
ス
タ
ー
接
種
に
つ

伊
藤
　
保 
議
員
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会
派
民
主

置
法
（
新
過
疎
法
）
が
施
行
さ
れ
、
新

た
に
旧
河
原
町
な
ど
旧
５
町
が
指
定
さ

れ
た
。
指
定
を
受
け
、
国
庫
補
助
金
の

嵩
上
げ
や
過
疎
債
の
活
用
を
喜
ぶ
だ
け

で
な
く
、
過
疎
法
の
意
義
や
目
的
を
市

町
と
県
で
共
有
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
新
た
な
過
疎
法
の
目
指
す
と
こ

ろ
、
理
念
を
市
町
と
共
有
し
、
こ
れ
ま

で
の
後
進
性
打
破
の
よ
う
な
地
域
間
格

差
だ
け
で
な
く
、
持
続
的
な
発
展
の
た

め
に
、
産
業
や
地
域
お
こ
し
、
新
た
な

産
業
創
造
、
農
林
水
産
業
を
含
め
た
活

力
、
人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と

を
共
有
し
て
い
き
た
い
。

問
強
度
行
動
障
が
い
は
、
突
発
的
に

予
想
で
き
な
い
行
動
を
取
っ
た
り
、
暴

力
を
振
る
っ
た
り
、
自
傷
行
為
を
繰
り

返
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
そ

の
支
援
に
は
非
常
に
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
誰
一
人

と
し
て
取
り
残
さ
な
い
社
会
と
い
う
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
、
支
援
策
の
在
り

方
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
実
態
を
よ
く
調
査
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
現
場
の
声
も
聞
き
な
が
ら
、
新
年

度
に
向
け
、
施
策
の
改
善
、
増
設
等
含

め
て
支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

問
県
や
県
警
か
ら
い
た
だ
い
た
資
料

か
ら
す
る
と
、
平
成
二
十
八
年
か
ら
こ

の
五
年
間
で
、
農
作
業
中
の
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
機
械
事
故
で
13
人
が
亡
く

な
ら
れ
、
43
人
の
方
が
重
軽
傷
。
今
年

は
、
６
人
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い

る
。
現
役
の
農
家
の
皆
さ
ん
が
命
を
落

と
す
こ
と
は
悲
し
い
こ
と
で
あ
り
、
県

農
業
に
と
っ
て
も
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
で

あ
る
。
も
っ
と
真
剣
に
対
策
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

答
今
年
度
は
残
念
な
が
ら
死
亡
事
故

が
６
件
起
き
て
い
る
。
県
警
や
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
、
農
作
業
安
全
推
進
員
の
皆
さ

ん
等
を
交
え
て
原
因
の
分
析
を
し
、
新

年
度
に
向
け
対
策
強
化
に
踏
み
出
し
た

い
。

問
道
路
交
通
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
秋
田
県
と
島
根
県
で
は
交
通
反
則

金
の
納
付
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
か
ら
振
り
込
み
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
県
で
も
早
期
導
入

を
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

答
（
警
察
本
部
長
）
秋
田
県
と
島
根

県
の
２
県
警
察
に
お
い
て
試
行
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
警
察
庁
に

お
い
て
試
行
状
況
を
検
証
し
、
導
入
が

拡
大
さ
れ
る
予
定
。
そ
の
検
証
、
検
討

を
注
視
し
た
い
。

い
て
は
、
国
の
方
針
が
決
ま
れ
ば
、
可

及
的
速
や
か
に
取
り
掛
か
れ
る
よ
う
市

町
村
・
関
係
者
と
準
備
を
進
め
た
い
。

問
平
成
十
一
年
七
月
に
地
方
分
権
一

括
法
が
成
立
し
、
明
治
維
新
、
戦
後
改

革
に
次
ぐ
第
三
の
大
改
革
と
期
待
。
機

関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
や
国
の
関
与

に
関
す
る
基
本
ル
ー
ル
が
確
立
さ
れ
た

が
、
地
方
自
治
体
に
計
画
の
策
定
を
義

務
付
け
る
規
定
は
逆
に
増
加
。
全
国
知

事
会
長
と
し
て
新
た
な
改
革
の
ス
テ
ー

ジ
を
切
り
開
い
て
ほ
し
い
と
思
う
が
。

答
こ
れ
で
一
気
に
国
と
地
方
の
関
係

が
変
わ
る
と
期
待
し
て
い
た
。
結
果
と

し
て
私
た
ち
が
見
た
の
は
何
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
と
。
現
実
、
政
府
の
方
で
あ

れ
こ
れ
政
策
を
出
し
て
は
、
地
方
の
自

治
体
が
計
画
づ
く
り
に
振
り
回
さ
れ
て

い
る
。
地
方
分
権
改
革
の
有
識
者
会
議

で
も
発
言
を
繰
り
返
し
た
り
、
知
事
会

で
も
も
っ
と
大
き
な
分
権
の
議
論
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
提
起
し
て
い
る
。

問
今
年
四
月
一
日
か
ら
過
疎
地
域
の

持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措

強
度
行
動
障
が
い
支
援
検
討

６
人
が
農
作
業
で
事
故
死

交
通
反
則
金
の
納
付
方
法

大
き
な
分
権
議
論
を
提
起

新
過
疎
法
の
理
念
を
共
有

三
回
目
は
国
の
方
針
待
ち
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